
賀茂農林事務所

農地の耕作条件整備と多様な担い手の活用による
農地の維持・有効活用

活動期間：令和４年度

○　取組の背景
・実質化された人・農地プランを11地区4産地で策定している。
・今後集積が必要な農地は大量に存在するが担い手が絶対的に不足している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒大きなギャップがある。
・人・農地プランから見えてきたこと

　

○　課題・目標

施設園芸 水田営農 露地畑作 （露地柑橘）

次の担い手確保 困難 困難 外部からの可能性あり （困難）

中核農家の存在 あり なし（自家消費中心） なし （多少あり）

営農の継続性 あり なし 兼業であり （兼業であり）

施設園芸 水田営農 露地畑作 露地柑橘

課
題

・作業が多忙
・後継者不足

・耕作の維持
が困難

・後継者が不足
・専業による経営が困難

・現状が不明瞭

目
標

・後継者が魅力に感じる
経営の実現
・就農希望者の独立支援

・自家消費農
家の継続

・多様な担い手の確保 ・多様な担い手の
確保

実
行
策

・経営改革講座の実施
・新技術の導入
・受入体制整備

・作業受託の
推進

・就農相談会の開催
・研修農場の運営支援
・法人参入の検討

・人・農地プランの
策定支援

普及指導員の活動

○新規就農希望者の確保（就農相談会の開催、受入体制整備、人・農地プランの策定支援）
■就農相談会の開催
　・就農希望者の情報共有
　　　管内市町やＪＡと就農相談に関する情報を共有
　・プレ就農相談会の開催
　　　事前申し申し込みによるｗｅｂでの相談会を開催
■受入れ体制整備

　・イチゴ産地受入れ体制の構築
　　　過去の様々な反省を踏まえて農業者による話し合いにより就農希望者の受入れ方法を検討
　・新規就農者育成総合対策事業を活用した担い手の確保
　　　研修機関の認定と研修計画作成の支援、
■人・農地プランの策定支援
　・地域での話し合いの基礎資料となる産地構想の策定支援
　　　JA職員に対して経営改革講座にて構想策定を支援
　・マッチング組織との連携
　　　担い手の確保に向け豊富な就農希望情報を持つ民間マッチング企業と連携



普及指導員の活動

○多様な担い手の活用（作業受託の推進、・研修農場の運営支援、・法人参入の検討）
■作業受託の推進
　・作業受委託の実態調査
　　　自家消費農家の継続に向け作業受託者から聞き取り、
　　結果をとりまとめ　
■研修農場の運営支援
　・農業研修農場の整備・運営の支援
　　　「ふじのくに農のある暮らし創造事業」を活用して
　　直売所出荷希望者を対象とする研修農場の整備を支援
　・研修指導体制の整備支援

研修農場における栽培研修、基礎的な座学の講師
を、普及指導員が実演し、指導体制整備を支援

■法人参入の検討
　・参入希望法人と関係市町との調整
　　　農業や農地の実情について意見交換の実施
　・法人の経営状況の確認
　　　2カ所の農園の現地調査と関係農業委員会の聞き取り

具体的な成果

○新規就農希望者の確保　
■就農相談会の開催
　・就農相談会に2名参加
　・就農に対する課題を明確にして伝えた
■受入れ体制の整備
　・イチゴ就農モデルの作成
　・南伊豆町で柑橘での就農を目指した
　　1人が2年間の研修を開始　
■人・農地プランの策定支援
　・柑橘産地の農家との話し合いの基礎資料となる
　　将来構想が策定された
　・民間マッチング企業との現地調査により
　　園地活用の可能性が見込める

○多様な担い手の活用
■作業受託の推進
　・作業受託者は実態調査の結果、受入れの余地が
　　あることが判明　
■研修農場の運営支援
　・研修農場の整備　１か所　約20ａ
　・野菜の栽培・販売を実践　研修生４名　７品目
■法人参入の検討
　・関係市町と法人参入に向けた検討会を設立
　・法人参入スケジュールに向け集出荷施設や
　　育苗ハウス等整備すべきものが確認できた

　・参入候補地のマッピング

イチゴ産地受入れに向けた役割分担

下田市吉佐美大賀茂地区における作業受託の状況

就農相談会の実施状況

柑橘産地の将来構想

法人の参入候補地の状況

農場での研修実施状況

研修生が生産した販売物


